
ブルー・バユー                           2015.12.29. 

昔の讃美歌にドイツ・キャロルである「エサイの根より」がありました。讃美歌 21 に改編さ

れて、「エッサイの根より」という題になりました。昔は「くすしき花」という言葉で、誕生し

たばかりの主イエスを称えて歌われていましたが、讃美歌 21 では、「花」が「ばら」となりまし

た。小さなばら・香りは高し・清き光など、主イエスを薔薇の花に例えて、賛美しています。ブ

ラームスのオルガン曲「11 のコラール前奏曲」の中の「ひともとのばら生いいでぬ」はこのキ

ャロルを前奏曲にしたものです。幻想的な静けさを感じるコラールです。バラを愛する私は、こ

の曲が気に入り、礼拝の前奏曲に用いたいと練習した記憶があります。そして、今、バラを育て

ている私としては、冬のバラの姿に目を止めずにはいられません。 

 

 晩秋を迎えてから、我がバルコニーのバラたちは

息を吹き返したように、次々と蕾をつけて、咲き初め

てくれています。夏の暑さで、バラたちは弱り、いく

つか枯れたものがありました。本当に残念です。咲い

ているのは、お嫁ちゃんがプレゼントしてくれたブ

ルー・バユーです。以前育てていたブルー・ムーンが

枯れたので、その代わりを果たそうとしているかの

ようです。 

 ブルーと名付けられていますが、淡い青紫色・ラヴェンダー色です。色合いからは、静かで優

しい印象があります。ブルー・バユー（blue bajou）とはどういう意味かと調べてみたら、bajou

はハイチ語で「昼間」のようです。Moon と対にしているのでしょうか。青いバラは自然界には

なかったため、品種改良によって誕生したものなので、花言葉は「不可能を可能にした」という

背景から、「夢が叶う」、「奇跡」とされているそうです。 

この花言葉は「エッサイの根より」の讃美歌で歌われている主イエスの降誕と重なるような気

がします。暗闇の中で、救いを待つ、貧しい者に与えられた希望、自分の力を遥かに超えた神に

よる恵みの奇跡、これがクリスマスの喜びです。 

 

 

11 月始めから咲き始めた深紅の、強く、堂々たる姿を見せてくれる

バラ「イングリット・バーグマン」（左上）が、クリスマスになっても散

る気配がないので、切り花にして室内に飾りました。部屋中が輝きを

増したようでした。 

 バルコニーでは赤い小さな蕾の「アンネのバラ」が開くにつれて、

杏色、ピンクへと変わって行き、一番美しいバラと言われるのも宜な

るかなと思わせられています。今年になって、初めて、薄桃色をした

バラが沢山花をつけました。「アドミラル・ロドニー」（左下）という名

前だけあって、大輪で強い香りを放っています。このバラも長い日数

をかけて、徐々に花を開いてくれますので、毎日眺めるのが楽しみで

す。四季咲きが多いので、出番を待っている蕾のバラもいます。 

命の輝きを感じながら、静かにクリスマスを過ごしています。 


